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Ⅰ 清掃・付属品取り外し
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※ 作業前にレジンVATのレジンを抜いてくださ
い。

※ オプションのAuto Fill & Pumpをご利用では
ない場合、本ページの作業はスキップしてく
ださい。

▶ レジンVATを取り付けた状態で、レジン充填
機のチューブに洗浄液をシリンジ等を使用し
て通し、送液経路を洗浄します。
※レジンVATを取り外した状態で行いますと、

LCDパネル上にレジンを含んだ洗浄液が付着
する恐れがあります。

※シリンジからは緩やかに送液するようにして
ください。勢いよく送液すると庫内にレジン
を含んだ洗浄液が飛び散る恐れがあります。

※洗浄液が飛び散った場合、速やかにふき取っ
てください。
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本体の清掃
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▶ レジンVAT、ビルディングプレートを
取り外します。
取り外したレジンVAT、ビルディン
グプレートはしっかりと清掃してく
ださい。

レジンVAT、ビルディングプレート
は特段の指示の無い限り返送不要で
す。お手元で大切に保管してくださ
い。
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▶ 機器を清掃します。
 LCDパネル表面を擦らない様に注意
してアルコール等で清掃します。

機器に付着しているレジンをふき取
ります。

清掃は可能な限り実施してください。

※LCDパネル、機器表面にてレジンが固まっ
てしまっている場合、アルコールを染みこ
ませたキッチンペーパーを被せ、しばらく
放置します。塊が溶けたら、吸い取る様に
レジンを除去してください。
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付属品の取り外し

▶ “ツール” > “Z軸制御”に入ります。

▶ “    ”を押して、Z軸を一番上まで上昇させます。

※動かない場合、一度“ ”を押してホームポ
ジションへ移動してください。

▶電源をOFFにし、電源コードを取り外します。
※電源コードは特段の指示の無い限り返送の必
要はありません。お手元で大切に保管してく
ださい。
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送液チューブを庫内に引き込みます。
送液チューブ、レジン注入口はレジンが飛
散しない様にビニール袋で覆う等の養生を
お願いいたします。

※ オプションのAuto Fill & Pumpをご利
用ではない場合、本ページの作業はス
キップしてください。

▶ Fill & Pumpユニットのレジン送液
チューブを庫内に引き込みます。

▶ 引き込んだチューブ、レジン注入口は
小さなビニール袋などで覆う等、送液
チューブ内に残った水分が庫内に飛散
しない様に養生してください。
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Ⅱ 梱包
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緩衝材取り付け

▶ 写真の様に緩衝材を取り付け、カバー
を閉めてください。
修理返送時は特段の指定のない限り、
ビルディングプレート、レジンVAT、
Fill & Pumpユニット、電源コード
等付属品は挿入しないでください。

しっかりと機器が清掃されているこ
とを確認してください。
※清掃は可能な限り実施してください。

ビルディングプレート、アクセサリ
ボックス、Fill & Pumpユニット、電源
コードは不要です。
がたつきが生じる場合、隙間に何らか
の緩衝材を追加してください。
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▶ 機器全体をラップで包みます。
合うサイズのビニール袋があれば、
そちらを被せても問題ありません。
※特にドアは半開きになったり、がたつきの
出ない様しっかりと閉め、固定するように
実施してください。
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箱詰め

▶ 機器を箱に入れます。
機器下の緩衝材を箱に入れ、機器の
向きに注意して機器を箱の中に納め
ます。
※機器は重量物です。注意して作業してくだ
さい。

※2名以上の作業を推奨します。
※機器下の緩衝材は、穴の幅が広い方が機器
前側、狭い方が後ろ側になります。

※反対向きに挿入されますと、機器のふたが
綺麗に閉まらず、場合によっては機器の損
傷に繋がります。

幅が広い=前 幅が狭い=後ろ
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▶ 機器上の緩衝材を被せます。
機器上の緩衝材の向きに注意して被
せます。
※機器上の緩衝材は、奥行きの深い方が機器
前側、浅い方が後ろ側になります。

※反対向きに挿入されますと、箱のふたが綺
麗に閉まらず、場合によっては機器の損傷
に繋がります。

奥が深い=前 奥が浅い=後ろ
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▶ 箱を閉じます。
重量がありますので、持ち手代わり
にPPバンド、あるいは荷紐を掛けて
いただけると助かります。
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